
六
五

東
京
大
学
史
料
の
保
存
に
関
す
る
委
員
会
彙
報

第
六
六
回　

平
成
二
�
年
二
月
二
〇
日
（
金
）

議
題

�
．
東
京
大
学
史
料
の
保
存
に
関
す
る
委
員
会
委
員
の
交

替
に
つ
い
て

二
．
前
回
委
員
会
議
事
録
に
つ
い
て

三
．
東
京
大
学
史
史
料
室
予
算
に
つ
い
て

四
．
東
京
大
学
史
料
室
定
期
刊
行
物
「
ニ
ュ
ー
ス
」・「
紀

要
」
の
編
集
発
行
に
つ
い
て

五
．
東
京
大
学
史
史
料
室
の
利
用
状
況
に
つ
い
て

六
．
そ
の
他

摘
要

議
題
�
に
つ
い
て
は
報
告
が
あ
っ
た
。

議
題
二
に
つ
い
て
は
前
回
議
事
録
の
報
告
が
あ
り
承

認
さ
れ
た
。

議
題
三
に
つ
い
て
は
平
成
二
〇
年
度
執
行
予
算
と
平

成
二
�
年
度
予
算
案
の
説
明
が
あ
り
、
原
案
通
り
承

認
さ
れ
た
。

議
題
四
に
つ
い
て
は
進
捗
の
報
告
が
あ
っ
た
。

議
題
五
に
つ
い
て
は
史
料
室
業
務
の
進
捗
状
況
の
報

告
と
質
疑
応
答
が
あ
っ
た
。

議
題
六
に
つ
い
て
は
特
に
な
し
。

○
東
京
大
学
史
料
の
保
存
に
関
す
る
委
員
会
委
員
及
び
幹

事
の
交
替

・
平
成
二
〇
年
四
月
�
日
付

委
員
（
第
五
条
第
�
号
）
工
学
部
西
村
幸
夫
教
授
よ

り
藤
井
恵
介
准
教
授

・
平
成
二
〇
年
七
月
�
日
付

委
員
（
第
五
条
第
二
号
）
先
端
科
学
技
術
研
究
セ
ン

タ
ー
堀
浩
�
教
授
よ
り
岩
崎
晃
教
授

・
平
成
二
〇
年
�
〇
月
�
四
日
付

委
員
（
第
五
条
第
�
号
）
文
学
部
鈴
木
淳
准
教
授
よ

り
土
田
龍
太
郎
教
授

委
員
（
第
五
条
第
�
号
）
理
学
部
青
木
健
�
教
授
よ

り
村
上
隆
教
授

委
員
（
第
五
条
第
�
号
）
教
養
学
部
岡
本
拓
司
准
教

授
よ
り
橋
本
毅
彦
教
授

委
員
（
第
五
条
第
�
号
）
教
育
学
部
川
本
隆
教
授
よ

り
橋
本
鉱
市
准
教
授

委
員
（
第
五
条
第
二
号
）
社
会
科
学
研
究
所
仁
田
道

夫
教
授
よ
り
東
洋
文
化
研
究
所
鈴
木
董
教
授

委
員
（
第
五
条
第
二
号
）
先
端
科
学
技
術
研
究
セ
ン

タ
ー
岩
崎
晃
教
授
よ
り
生
産
技
術
研
究
所
村
松
伸
教

授

○
東
京
大
学
史
料
の
保
存
に
関
す
る
委
員
会
委
員
名
簿

　

平
成
二
〇
年
�
〇
月
�
四
日
付

　

委
員
長　

高　

橋　
　
　

進
（　

法　

・
教　

授
）

　

委
員　
　

川　

上　

憲　

人
（　

医　

・
教　

授
）

　
　

〃　
　

藤　

井　

恵　

介
（　

工　

・
准
教
授
）

　
　

〃　
　

土　

田　

龍
太
郎
（　

文　

・
教　

授
）

　
　

〃　
　

村　

上　
　
　

隆
（　

理　

・
教　

授
）

　
　

〃　
　

松　

本　

武　

祝
（　

農　

・
教　

授
）

　
　

〃　
　

石　

原　

俊　

時
（
経　

済
・
准
教
授
）

　
　

〃　
　

橋　

本　

毅　

彦
（
教　

養
・
教　

授
）

　
　

〃　
　

橋　

本　

鉱　

市
（
教　

育
・
准
教
授
）

　
　

〃　
　

折　

原　
　
　

裕
（　

薬　

・
准
教
授
）

　
　

〃　
　

鈴　

木　
　
　

董
（
東
文
研
・
教　

授
）

　
　

〃　
　

村　

松　
　
　

伸
（
生　

研
・
教　

授
）

　
　

〃　
　

西　

郷　

和　

彦
（
図
書
館
・
館　

長
）

　
　

〃　
　

杉　

森　

玲　

子
（
史　

料
・
准
教
授
）

　

幹
事　
　

辻
　

敏

明
（
総
務
法
務
系
・
統
括
長
）

　

幹
事　
　

谷　

合　

俊　

�
（
財
務
系
・
統
括
長
）

彙　

報
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東
京
大
学
史
史
料
室
彙
報

　

平
成
二
〇
年
二
月
よ
り
平
成
二
�
年
�
月
末
ま
で
の
東

京
大
学
史
史
料
室
事
業
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

〈
史
料
収
集
・
調
査
活
動
〉

○
史
料
受
贈
等
（
件
名
・
日
付
は
「
史
料
室
日
誌
抄
録
」『
東

京
大
学
史
史
料
室
ニ
ュ
ー
ス
』
に
掲
載
）　

四
点

　

寄
贈

○
学
外
よ
り
の
受
贈
図
書
（
図
書
名
は
『
東
京
大
学
史
史

料
室
ニ
ュ
ー
ス
』
に
掲
載
）
四
三
〇
点

○
学
内
受
入
図
書
類　

七
八
点

○
購
入
図
書　

一
六
点

〈
史
料
公
開
業
務
〉

○
研
究
活
動

『
東
京
大
学
史
紀
要
』（
年
�
回
発
行
）

編
集
：
東
京
大
学
史
料
の
保
存
に
関
す
る
委
員
会

発
行
：
東
京
大
学
史
史
料
室

第
二
六
号　

二
〇
〇
八
年
三
月
発
行

　
　
　
　
　
　

Ｂ
５
版
七
九
頁　

七
〇
〇
部
印
刷

○
広
報
活
動

『
東
京
大
学
史
史
料
室
ニ
ュ
ー
ス
』（
年
二
回
発
行
）

第
四
〇
号　

二
〇
〇
八
年
三
月
三
�
日
発
行

　
　
　
　
　
　

Ａ
４
版
八
頁　

�
六
〇
〇
部
印
刷

第
四
�
号　

二
〇
〇
八
年
�
�
月
三
〇
日
発
行

　
　
　
　
　
　

Ａ
４
版
八
頁　

�
六
〇
〇
部
印
刷

『
内
田
祥
三
史
料
目
録
』
二
〇
〇
八
年
三
月
三
�
日
発

行
　
　
　
　
　
　

Ａ
４
版
六
二
頁　

七
〇
〇
部
印
刷

『
大
学
の
自
己
点
検
評
価
の
歴
史
的
調
査
：
基
礎
史
料

集
』
二
〇
〇
八
年
三
月
三
�
日
発
行

　
　
　
　
　
　

Ａ
４
版
三
〇
〇
頁　

五
〇
〇
部
印
刷

○
見
学　

平
成
二
〇
年
二
月
二
七
日

　

大
東
文
化
大
荒
井
ゼ
ミ
の
見
学

平
成
二
〇
年
�
〇
月
三
〇
日

　

情
報
学
環
大
学
院
小
川
ゼ
ミ
の
見
学

○
閲
覧

閲
覧
者
数　

延
三
�
名
（
学
内
五
名
、
学
外
二
六
名
）

○
件
名

・
史
料
の
検
分
の
た
め
、『
井
上
哲
次
郎
旧
蔵
書
簡
（
姉

崎
正
治
宛
）』
を
閲
覧
。

・「
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
」
の
所
在
調
査
の
た
め
、『
渡
辺
洪

基
史
料
目
録
』
を
閲
覧
。

・
学
術
研
究
の
た
め
、『
大
学
院
特
別
研
究
生
関
係
』
昭

和
十
八
～
二
十
年
度
を
閲
覧
。

・
明
治
期
の
ピ
ア
ノ
輸
入
に
関
す
る
論
文
作
成
の
た
め
、

『
文
部
省
往
復
』
明
治
八
、九
、�
�
年
を
閲
覧
。

・
論
文
作
成
の
た
め
、『
諸
向
往
復
』
昭
和
�
�
～
二
�

年
を
閲
覧
。

・
論
文
作
成
の
た
め
、『
文
部
省
往
復
』
昭
和
九
～
�
二

年
、『
諸
向
往
復
』
昭
和
�
二
、�
三
年
を
閲
覧
。

・
論
文
作
成
の
た
め
、『
文
部
省
往
復
』
昭
和
�
二
～

�
六
年
を
閲
覧
。

・
日
本
の
医
療
制
度
史
に
関
す
る
研
究
の
た
め
、『
小
金

井
良
精
日
記
』
明
治
�
六
～
三
〇
年
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ

ル
ム
を
閲
覧
。

・
論
文
作
成
の
た
め
、『
文
部
省
往
復
』
昭
和
�
六
、�
七

年
、『
諸
向
往
復
』
昭
和
�
四
～
�
八
年
を
閲
覧
。

・
北
京
城
写
真
受
入
経
緯
に
つ
い
て
の
調
査
の
た
め
、

『
文
部
省
及
諸
向
往
復
』
明
治
三
四
年
を
閲
覧
。

・
研
究
・
調
査
の
た
め
、『
内
田
祥
三
史
料
目
録
』、『
古
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在
由
直
史
料
目
録
』
を
閲
覧
。

・
論
文
作
成
の
た
め
、『
諸
向
往
復
』
昭
和
�
九
、二
〇
年
、

『
小
池
行
松
文
書
』
を
閲
覧
。

・
学
術
研
究
の
た
め
、『
内
田
祥
三
史
料
目
録
』
を
閲
覧
。

・
展
示
資
料
調
査
の
た
め
、『
加
藤
弘
之
日
記
』
を
閲
覧
。

・ 

明
治
期
東
京
大
学
及
び
第
�
高
等
中
学
校
に
関

す
る
史
料
調
査
の
た
め
、『
文
部
省
往
復
』
明
治

九
、�
三
、�
五
、�
七
～
二
�
年
を
閲
覧
。

・
展
示
資
料
調
査
の
た
め
、『
加
藤
弘
之
日
記
』
を
閲
覧
。

・
学
術
研
究
の
た
め
、『
加
藤
弘
之
日
記
』
明
治
六
～
八

年
を
閲
覧
。

・
修
士
論
文
作
成
の
た
め
、『
校
中
往
復
』
明
治
�
四
年

分
、『
文
部
省
准
允
』
明
治
�
二
～
�
四
年
、『
文
部

省
及
諸
向
往
復
』
明
治
�
四
年
、『
諸
向
往
復
』
明
治

�
四
年
を
閲
覧
。

・ 

東
京
大
学
法
科
大
学
卒
業
生
祝
辰
己
の
件
の
た
め
、

『
帝
國
大
学
�
覧
』
明
治
�
九
～
二
三
年
、『
東
京
帝
國

大
学
卒
業
生
氏
名
録
』
大
正
�
五
年
を
閲
覧
。

・ 

学
術
研
究
の
た
め
、“Calendar, Im

perial College 

of Engineering

”
明
治
七
、�
四
、�
五
年
を
閲
覧
。

・
来
訪
者
自
身
の
質
問
の
た
め
、『
大
学
�
覧
』、『
国
史

大
事
典
』、『
東
京
大
学
百
年
史
』
資
料
編
を
閲
覧
。

・
矢
内
原
総
長
展
の
展
示
資
料
調
査
の
た
め
、『
大
学
新

聞
』
他
を
閲
覧
。

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ 

Ｔ
Ｖ
番
組
制
作
の
た
め
の
調
査
・
リ
サ
ー
チ

の
た
め
、『
留
学
生
関
係
』
昭
和
九
～
�
�
年
、『
法
科

大
学
卒
業
ア
ル
バ
ム
』
明
治
四
四
年
、
大
正
八
、
大
正

�
三
年
、
昭
和
六
年
、『
文
学
部
卒
業
ア
ル
バ
ム
』
大

正
�
五
年
、『
東
京
大
学　

そ
の
�
〇
〇
年
』、『
東
京

帝
国
大
学
』、『
東
京
帝
国
大
学
�
覧
』
を
閲
覧
。

・
文
学
部
教
育
課
程
研
究
の
た
め
、『
井
上
哲
次
郎
旧
蔵

書
簡
』
明
治
三
五
～
三
七
年
を
閲
覧
。

・
学
術
研
究
の
た
め
、『
帝
国
大
学
入
学
提
要
』
大
正

�
�
～
�
三
年
度
、
昭
和
二
年
版
、
�
四
年
版
、『
大

学
入
試
案
内
』
昭
和
二
�
、二
二
年
を
閲
覧
。

・ 
修
士
論
文
作
成
の
た
め
、『
校
中
往
復
』
明
治

�
三
、�
四
年
を
閲
覧
。

・
研
究
・
論
文
作
成
の
た
め
、『
巽
軒
日
記
』
を
閲
覧
。

・
学
術
研
究
の
た
め
、『
京
都
大
学
新
聞
縮
刷
版
』
第
二

巻
、『
石
井
勗
聞
書
文
書
』、『
小
池
行
松
氏
旧
蔵
史
料

目
録
』
を
閲
覧
。

○
照
会

照
会
者
数　

延
六
九
名
（
学
内
二
四
名
、学
外
四
五
名
）

・
い
ま
刊
行
さ
れ
て
い
る
『
学
内
広
報
』
の
よ
う
に
、
戦

前
期
に
大
学
職
員
の
人
事
異
動
を
記
し
た
大
学
刊
行
物

は
あ
る
か
。

・
東
京
大
学
は
い
つ
で
き
た
の
か
、
開
成
学
校
と
は
何

か
、
帝
国
大
学
に
は
い
つ
な
っ
た
の
か
、
東
京
帝
国
大

学
に
は
い
つ
な
っ
た
の
か
、
戦
後
東
京
大
学
に
な
っ
た

の
は
い
つ
か
。

・
�
高
の
寮
歌
に
出
て
く
る
向
丘
と
は
、
ど
こ
か
。

・
昭
和
二
三
年
の
入
試
問
題
を
使
い
た
い
。

・
明
治
初
期
の
医
学
校
日
記
は
あ
る
か
。

・
本
学
の
「
職
員
異
動
」
は
史
料
室
に
あ
る
か
。

・
駒
場
で
平
賀
展
を
開
催
す
る
予
定
だ
が
、
昭
和
�
七
年

九
月
の
卒
業
式
告
辞
の
原
史
料
（
印
刷
物
で
は
な
い
）

は
あ
る
か
。

・
加
賀
藩
の
家
老
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
先
祖

の
、
関
係
史
料
を
調
べ
て
欲
し
い
。

・
明
治
四
二
年
の
医
科
大
学
卒
業
生
で
銀
時
計
を
下
賜
さ

れ
た
者
は
だ
れ
か
。

・
東
大
の
史
料
室
は
、
い
わ
ゆ
る
大
学
公
文
書
の
ア
ー
カ

イ
ヴ
ズ
機
能
を
有
し
て
い
る
の
か
。

・
大
学
史
紀
要
の
�
九
号
が
ほ
し
い
。

・
加
賀
藩
と
キ
リ
ス
ト
教
の
関
係
に
つ
い
て
。

・
工
部
美
術
学
校
の
写
真
に
つ
い
て
。

・
昭
和
五
�
年
の
航
空
写
真
の
所
在
に
つ
い
て
。

・
紛
争
時
に
配
布
さ
れ
た
ビ
ラ
類
の
所
在
に
つ
い
て
。
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・
明
治
�
〇
年
の
学
生
数
を
調
べ
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い

い
か
。

・
東
京
開
成
学
校
と
医
学
校
が
合
併
し
た
経
緯
に
つ
い

て
。

・
現
在
の
史
料
室
の
室
長
は
だ
れ
か
。

・
医
学
部
教
授
会
や
評
議
会
資
料
は
あ
る
か
。

・
大
学
の
起
源
と
は
ど
の
よ
う
に
決
め
ら
れ
る
の
か
。
た

と
え
ば
金
沢
大
は
医
学
部
の
起
源
が
古
く
、
種
痘
所
と

な
っ
て
い
る
。

・
当
時
の
あ
る
卒
業
生
に
つ
い
て
調
べ
て
い
る
が
、
明
治

三
三
年
七
月
の
時
点
で
、
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
に

あ
っ
た
の
は「
漢
学
科
」か「
漢
文
学
科
」の
ど
ち
ら
か
。

・（
�
）
明
治
三
〇
年
頃
の
工
学
部
の
名
称
と
場
所
は
。

（
二
）
明
治
三
〇
年
頃
の
入
学
月
、
卒
業
月
は
。

・
東
京
帝
国
大
学
の
名
称
は
い
つ
か
ら
か
。

・
戦
前
文
学
部
に
在
籍
し
た
と
さ
れ
る
中
国
人
留
学
生
に

つ
い
て
。

・
�
高
の
寮
に
関
す
る
史
料
が
保
存
さ
れ
て
い
な
い
か
。

・
池
田
菊
苗
が
理
学
部
教
授
時
代
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
建
物

の
写
真
を
使
い
た
い
。

・
�
高
史
料
・
校
友
会
雑
誌
等
の
所
在
に
つ
い
て
。

・
大
学
創
立
百
周
年
の
記
念
式
典
に
つ
い
て
。

・
大
正
六
年
、
法
学
部
卒
で
恩
賜
の
銀
時
計
を
受
け
た
人

物
に
つ
い
て
。

・
山
川
健
次
郎
の
九
州
帝
大
総
長
在
任
期
に
つ
い
て
。

・
史
料
室
の
紀
要
で
、
大
講
堂
の
壁
画
に
つ
い
て
取
り
上

げ
た
記
事
は
あ
る
か
。

・
明
治
期
の
お
雇
い
外
国
人
教
師
ら
の
史
料
は
ど
こ
に
あ

る
か
。

・
�
九
五
〇
年
こ
ろ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
写
真
に
つ
い
て
。

・
恩
賜
の
銀
時
計
制
度
に
つ
い
て
。

・
得
業
士
に
つ
い
て
。

・
現
在
の
史
料
室
の
面
積
は
。

・
図
書
館
に
あ
る
お
雇
い
外
国
人
教
師
史
料
（
マ
イ
ク

ロ
）
の
原
本
所
在
は
ど
こ
か
。

・
お
雇
い
外
国
人
教
師
ら
に
対
し
て
授
与
し
た
「
名
誉
教

師
」
制
度
に
つ
い
て
。

・『
東
京
大
学
の
学
徒
動
員　

学
徒
出
陣
』
は
悉
皆
調
査

に
基
づ
く
も
の
か
。
ど
こ
の
図
書
館
に
も
そ
の
本
は
あ

る
か
。

・
史
料
室
の
紀
要
で
、
平
泉
澄
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
は

あ
る
か
。
複
写
は
可
能
か
。

・
全
国
大
学
史
資
料
協
議
会
・
西
日
本
部
会
の
会
員
リ
ス

ト
は
ど
こ
に
掲
載
さ
れ
て
る
か
。

・
矢
内
原
忠
雄
展
を
計
画
し
て
い
る
が
、
史
料
室
に
は
矢

内
原
関
係
史
料
は
あ
る
か
。

・
濱
尾
総
長
は
何
代
め
の
総
長
か
。

・
東
京
帝
国
大
学
時
代
の
文
科
大
学
講
座
の
変
遷
に
つ
い

て
。

・「
あ
あ
玉
杯
」
の
寮
歌
が
レ
コ
ー
ド
な
ど
で
保
存
さ
れ

て
い
る
か
。

・
東
大
の
創
設
期
の
史
料
が
見
た
い
。

・
構
内
に
初
代
総
長
の
渡
邊
像
が
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

・
昭
和
二
二
年
、
病
院
は
帝
大
病
院
と
呼
ば
れ
て
い
た

か
、
東
大
病
院
と
呼
ば
れ
て
い
た
か
。

・『
東
京
大
学
百
年
史
』
部
局
史
の
写
真
を
使
用
す
る
手

続
き
に
つ
い
て
。

・
加
藤
�
郎
総
長
の
写
真
に
つ
い
て
。

・
菊
池
大
麓
総
長
の
写
真
に
つ
い
て
。

・
明
治
末
か
ら
大
正
あ
た
り
に
東
大
教
授
だ
っ
た
グ
リ

フ
ィ
ン
の
生
没
年
と
略
歴
に
つ
い
て
。

・
富
山
�
郎
（
理
）
の
人
事
形
態
に
つ
い
て
。

・
武
道
館
で
入
学
式
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
い

つ
か
。

・
八
角
堂
の
写
真
は
史
料
室
に
あ
る
か
。

・
そ
の
人
物
（
生
没
年
お
よ
び
学
部
不
詳
）
が
本
当
に
大

学
在
籍
し
て
い
た
か
知
り
た
い
。

・「
�
高
」
の
名
称
は
い
つ
か
ら
い
つ
ま
で
か
。

・
戦
前
期
文
学
部
の
「
単
位
」
制
に
つ
い
て
。
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・
戦
前
の
法
学
部
関
係
の
卒
業
生
ア
ル
バ
ム
の
所
在
に
つ

い
て
。

・
加
藤
�
郎
総
長
も
か
か
わ
っ
た
「
東
大
紛
争
」
の
始
ま

り
は
い
つ
か
。

・
昭
和
�
二
年
こ
ろ
の
東
京
帝
大
に
つ
い
て
。

・
明
治
期
の
本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
所
在
地
に
つ
い
て
。
お

雇
い
外
国
人
教
師
館
の
表
記
に
つ
い
て
。

・
戦
時
下
の
�
高
関
係
史
料
の
所
在
。
戦
前
・
戦
時
の
大

学
卒
業
者
氏
名
録
の
所
在
に
つ
い
て
。

・
�
九
五
〇
年
代
の
医
学
部
入
試
問
題
に
つ
い
て
。

・
創
立
以
降
の
卒
業
生
数
の
変
化
を
知
り
た
い
。
ま
た
直

近
の
数
字
を
知
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
。

・
東
大
に
は
正
式
な
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
は
あ
る
か
。
史
料
室

に
は
非
現
用
文
書
は
移
管
さ
れ
て
い
る
か
。

・
恩
賜
の
銀
時
計
制
度
に
つ
い
て
簡
略
に
記
し
た
文
献
は

あ
る
か
。

・
昭
和
�
七
・
�
八
年
度
の
卒
業
式
の
式
次
第
は
あ
る
か
。

・
矢
田
部
良
吉
史
料
の
所
在
に
つ
い
て
。


